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耳 鼻咽喉科領域 におけ るCefepimeの 臨床 的検討
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新 しく開発 された注射用セファロスポ リン剤cefepimeの 耳 鼻咽喉科領域感染症13例 に対

す る有用性を臨床的に検討 した。感染症の内訳は慢性 中耳炎の急性増悪4例,急 性副鼻腔炎1

例,慢 性副鼻腔炎の急性増悪2例,急 性扁桃炎6例 で,臨 床効果の判定できなかった1例 を除

き全例有効以上であった。細菌学的効果は100%で あ った。副作用は1例 に発疹,顔 面紅潮,

全 身掻痒感のアレルギー症状が発現 した。臨床検査値異常変動は認められなかった。
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Cefepime (CFPM)は,ブ リス トル・マ イヤーズ研

究所株式会社東京研究所で開発された注射用セファロ

スポ リン系抗生物質である。化学構造上の特徴 として

は,7位 側鎖の α -methoxyimino-aminothiazole 基に

よりグラム陰性桿菌に対する抗菌活性が増強され,ま

た3位 側 鎖 のN-methylpyrrolidinium基 と2位 の

carboxyl基 との間で分子内塩 をつ くるベ タイン構造

に よ り, Pseudomonas aeruginosa を含むグラム陰性菌

の外膜透過性が向上 したD。 また Staphylococcus aur-

eusを 含む グラム陽性菌からグラム陰性菌 まで広範囲

の優 れた 抗菌 力 を示 し,各 種 細菌 の 産生 す るβ-

lactamaseに 対 して も安定である2、4)。

今 回著者 らはCFPMの 耳 鼻咽喉科領域感染症 に対

す る有用性の検討 を行 ったので報告する。

対象は平成元年10月 か ら2年8月 までの間に順天

堂大学耳鼻咽喉科およびその共同研究施設を受診 した

16歳 以上の感染症 としての症状,所 見の明確な感染症

患者13名 である。性別 では男10例,女3例 で,年 齢

は25～65歳 で あった。疾患の内訳は慢性中耳炎の急性

増悪4例,急 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔炎の急性増

悪2例,急 性扁桃炎6例 であった。CFPMは1回1g

を1日1～2回,1～8日 間投与 した。総投与量は2～15

9で あ った。臨床効果は,著 効,有 効,や や有効,無

効の4段 階で判定 した。細菌学的効果は起炎菌の消長

より,消 失,減 少,不 変,増 加,菌 交代の5段 階で判

定 した。

臨床効果は投与1日 目に副作用が発現したため,投

与 を中止 した1例 を除 いた12例 に ついて判定 した

(Table1)。 慢性 中耳炎の急性増悪3例 は全例著効,急

性副鼻腔炎1例 は著効,慢 性副鼻腔炎2例 は全例著効

急性扁桃炎6例 は4例 著効,2例 有効 であ り,総合有効

率 は100%で あ った(Table2)。

細菌は12例 か ら延べ9菌 種14株 が分離された。感

染分類別では単独菌検 出例10例,2菌 種検出例2例 で

あった。細菌学的効果をTable3に 示 した。分離 され

た 菌 は, coagulase negative staphylococci (CNS) 4

株, S. aureus, Streptococcus dysgalactiae が各2株,

Streptococcus pyogenes, Streptococcus intermedius,

Haemophilus influenzae, Pseudomonas cepacia, Al-

caligenes sp., Branhamella catarrhalis が各1株 であ

り,細 菌学的効果は,投 与中止のため効果不明の、湿

caligenes sp.1株 を除いて,全 株が除菌 された。

副作用は1例(症 例4)に 胸部発疹,顔 面紅潮,全 身

掻痒感が投与1日 目に発現 した。直ちに投与を中止し,

抗 ヒスタミン剤の投与 と副腎皮質ホルモンの塗布 を行

ったところ,症 状は発現後4日 目に消失 した。本剤に
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Table 1. Clinical results of cefepime treatment

CNS: coagulase negative staphylococci

Table 2. Clinical efficacy of cefepime

Table 3. Bacteriological effect of cefepime
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よるアレルギー と考え られ,本 剤投与 と明 らかに関係

あ りと判断した。臨床検査値の異常変動は認められな

かった。

耳鼻咽喉科におけ る感染症の起炎菌 としてはグラム

陽性菌,こ とにS.aureus,Staphylococcus epidermi-

dis,Streptococcus pmumoniae,S.pyogenes等 の検 出

頻 度 が 高 い。 また,グ ラム陰 性 菌 に お いて はH,

influenzae,P.aerugimsa等 が 検 出 され る。CFPM

は,S.aureusを 含 むグラム陽性菌か らPuruginosa

を含 むグラム陰性菌 まで広範囲の抗菌力 を有 し,そ の

抗菌力 を他のセファロスポ リン系抗生物質 と比較 して

も優れた結果が報告されてお り,ま た β-lactamaseに

対 して も安定か つ親和性が低 いので耐性 株が少 な

い1～4)。このため上記起炎菌に対 して臨床効果が期待 さ

れる。

今 回検討 した慢性中耳炎急性増悪3例,急 性副鼻腔

炎1例,慢 性副鼻腔炎2例,急 性扁桃炎6例 では,臨

床効果が全例有効以上であり優れた成績であった。 ま

た細菌学的効果では,分 離されたCNS,S.aurms,S.

dysgalactiae,S.pyogenes,S.intermedius,H.influ-

enzae,Pcepacia,B.catarrhalisは 全 て消失 し,CFPM

の抗 菌力を反映 した良好な結果であった。副作用は1

例 に胸部発疹,顔 面紅潮,全 身掻痒感が発現 したが,

投与中止 し抗 ヒスタミン剤,副 腎皮質ホルモン剤処置

によ り4日 目に症状 は消失 した。この患者は トコブシ

にて湿疹が出るとい うアレルギー既往歴を持つ症例で

あった。臨床検査値の異常変動は認められなかった。

以上の成績により,CFPMは 耳鼻咽喉科領域の各種

感染症に対 して有用性の高い薬剤 であると考 えられる。
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The clinical efficacy of cefepime, a new cephem antibiotic, was studied in 13 patients with
otorhinolaryngeal infections. Cefepime was administered to 4 cases with acute exacerbation of
chronic otitis media, 1 with acute sinusitis, 2 with acute exacerbation of chronic sinusitis and 6 with

acute tonsillitis. Clinical efficacy was excellent in 10 cases, good in 2 cases and unknown in 1. The
overall clinical efficacy rate was 100%. The bacteriological eradication rate was 100%. Side effects
were noticed in one patient ; eruption, hot flushes and itching. No abnormal laboratory findings were

observed.


